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「環境と人間」を問う意味 
 

 

 

わたしたち人類がすべてこの世界から消え去ってしまったとしたら、はたして「世界」は存在していると言えるのか… 

 

人類なんていなくても、「世界」は存在しているに決まっている。だって人類が生まれる前から、「世界」はあるのだか

ら！ 

 

意気揚々とそう答える人もいるでしょう。その意見は、人間の思弁に重きを置いて「世界」を捉えてきた歴史を見

直すのに役に立ちましょう。でも少し思い出してほしいのです。 

 

2020年の春に新型コロナ感染が拡大し、外出禁止となって街の様子を…。 

 

街から騒音や匂い、明かりも消えたあの時を…。 

 

そこには「世界」は確かにあるはずなのに、あたかも無いかのようでした。私たちは「世界」を、私たちとの「関わり」

のなかで意識しています。そうした私たちを取り巻く世界を「環境」と呼びます。 

 

わたしたち人類がいなくなっても、また別の環境が存在することでしょう。しかし夏のクチナシや秋の金木犀のえも

いわれぬ香りに胸を焦がし、早朝に澄んだ声でさえずるキビタキを愛でる存在は、はたしてそこにはいるのでしょうか。 

 

わたしたち人類は、わたしたちを取り巻く環境とどのように関わっていくのでしょうか。もちろんその環境には上記の

ような自然環境もありますが、情報環境のような人工的な環境もあります。情報環境もわたしたちの生存に大きく関

与し、持続可能社会を構想していくのに際して、その在り方が大きく問われています。自然環境にせよ、人為的な環

境にせよ、わたしたちは、常に自覚的に「関わり」を問うことが求められています。このデジタルマガジンが、環境と人

間との関わりを考えるのにお役に立てれば幸いです。  

 

なおこのデジタルマガジンは中央大学文学部に開設されている授業科目「特別教養（実践的教養演習）」の成果

として刊行されました。この授業に関わってこられた教職員のみなさん、また多くの時間と労力を費やして完成させ

た学生のみなさんに心から感謝申し上げます。 

（文学部教授 大川真） 
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第Ⅰ部 自然環境と人間―環境と向き合う二人に聞くー

「環境」という言葉を聞いたらあなたは何を思い浮かべるだろうか。

環境問題といっても、地球温暖化や海洋汚染、水質汚染や大気汚染、更には森林
破壊など様々な問題が存在している。そもそも「環境」には、自然環境のみならず、
住環境や情報環境など、私たち人間が作り出す社会的環境という意味もあり、「環
境」という言葉には様々な意味が含まれている。
第1部では、「環境と人間」というテーマのもと、中央大学に所属し活躍されて

いる２人にインタビューを行った。１人は、高校３年時にSunshine delightという
子供の日焼け止めを製造・販売する会社を起業した法学部３年の伊藤瑛加さん。も
う１人は、長年にわたって環境政策に関わってこられた理工学部理工学研究科の
志々目友博教授である。
伊藤さんのインタビューでは、地球規模での環境問題が、身の回りの環境に伊藤

さんが丁寧に目配りすることで考察されてきたことが述べられている。「環境問
題」と「身の回りの環境」という２つの視点を取り上げている。伊藤さんは、もと
もと「紫外線」に問題意識を幼少期から持っており、それがきっかけで幼稚園や保
育園に日焼け止めを販売・促進する会社を立ち上げた。「太陽の下で安心して暮ら
せる環境を」という企業理念を掲げる伊藤さんのインタビューでは、学生業の傍ら、
会社を経営している彼女の考え方にぜひ注目していただきたい。
志々目教授でのインタビューでは，身近で今起こっている環境問題について詳し

く説明頂いた。今年（2022）の酷暑が記憶に新しいが、ここ数十年の温暖化に関
する解説や、私たち１人１人が今日からできる環境問題への取り組みなどについて
取りあげている。環境問題というと難しいと敬遠されがちだが、事前知識がなくて
も読みやすくなっているので、肩の力を抜いて読んでいただきたい。

（平田 尚輝）
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インタビュー  

起業した大学生が語る 

「太陽との共存」 
 

（伊藤瑛加さん、写真の提供は本人） 

伊藤 瑛加  

いとう えいか。中央大学法学部法律学科 3 年生。

高校 3 年時に「太陽の下で安心して暮らせる環境

を」つくることを掲げた会社を設立し、現在は株

式会社 Sunshine delight の代表。 

 

 

日焼け止めに懸ける思い 

 

――最初に、なぜこの会社を作ろうと思ったのか、

動機をお願いします。 

 

 この会社を作ろうと思った動機は、実家が農家

で、屋外作業の際に地面からの紫外線の強い反射

を受けているということを知ったことです。そう

いった経験から紫外線問題に興味を持って調べて

いくなかで、小さい頃からの対策が必要だという

ことを知り、この事業を始めました。WHO の見

解では、2、3 時間に 1 回塗り直すことが推奨され

ているんですね。それを私たちが今から実践しよ

うと言われても、結局忘れちゃうじゃないですか。

そうならないためには、手洗いうがいとか歯磨き

みたいな形で当たり前に習慣化できたら、面倒く

さいと思わなくなるので、小さい頃からの教育を

目指しています。 

 

――次に、具体的な事業内容や、製品の紹介など

をお願いします。 

 

 幼少期から日焼け止めを定着させることを目的

に、主に保育施設に向けて日焼け止め、紫外線対

策教材を一緒に導入する事業を進めています。絵

本は PDF で無料ダウンロードできるようになっ

ています。構成も、はじめに紫外線問題について

子どもたちにお話ししても難しいので、帽子の必

要性とか水分補給の重要性とか、この絵本を見れ

ば外に出るときに、対策が必要なものがなんなの

かがわかるようになっています。 

 

 

 

（日焼け止めクリーム 記者撮影） 
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あと、商品のパッケージでは子どもたちがアル

コールと間違わないように「ひやけどめ」と中央

にひらがなで大きく書いています。更には太陽を

モチーフにした一色塗りで、子どもたちが押しや

すいポンプ式です。パッケージ自体も環境に負荷

のないものとして、日焼け止めで初めて紙パック

を使ったものになっています。紫外線問題に取り

組むにあたって、環境に負荷を与えるのが嫌だっ

たので、プラスチックの使用量を約６0％削減して

います。 

 

――紫外線によって、子どもたちにどんな悪影響

があるんでしょうか？ 

 

 まず紫外線による影響としては、シミ、シワの

他に免疫低下、そして皮膚がんの原因になります。

例えば、海の帰りの子どもたちか、肌が赤くなっ

て、暑さやだるさを訴えてくることがあります。

その原因に紫外線が関係していると考えられます。

あとは皮膚がんになる原因としても、子どもの時

に浴びた紫外線の量が後々響いてしまうので、事

前予防としても幼少期からの紫外線対策の必要性

があります。 

 

――なるほど、日焼け対策を包括的に考えている

んですね。 

 

 実家が農家なので、「太陽が敵」というイメージ

はつけたくなかったんです。太陽がないと私たち

生活できないんですよね。だからこそ紫外線の悪

影響を排除しながら、いかに太陽の恩恵を受けて

いくかがポイントなんです。弊社の理念も、「太陽

の下で安心して暮らせる環境をつくる」というこ

とを掲げています。 

 

――では、事業を進めていく中で苦労したことは

ありますか？ 

 

 日焼け止めを子どもに習慣づけることより、日

焼け対策の重要性を大人に理解してもらうことの

方が大変だったと思います。日焼け止めは、広告

の打ち出し方が美白要素に偏っているので、女性

をターゲットにした美容品というイメージが強い

んです。実際にお話を聞くなかでも、日焼けして

るほうが健康的だからこどもには日焼けさせたほ

うがいいっていうご意見をもらったことがありま

す。年配の方とか、男性がそういった意見をおっ

しゃる傾向が強いので、その意識を変えていきた

いなと思っています。 

 

――今の時点で成果としてはどうですか？ 

 

 今の子どもたちが大人にならないとわからない

ことなので具体的には断言できません。ですが、

モニタリング期間から導入していくなかで、園児

たちは 2 週間もあれば、自分の手で塗れるように

なります。園の先生方が日焼け止めを塗るのを忘

れている日は、「今日は塗らないの？」って子ども

たちから声が上がるのは確認しています。 

 

 

学業と事業の両立 

 

――学生で起業したのは、何がきっかけだったん

ですか？ 

 

 起業が身近になったのは、中大付属高校２年の

時に取ったアントレプレナーシップ入門という授

業がきっかけです。その授業では高校生ビジネス

グランプリへの参加が必須だったんですね。そこ

で 4000 もの中からベスト 100 に選んでいただき

ました。都の運営のビジネスコンテストでプレゼ

ンをするのとか、楽しいなって思って授業に取り

組みました。またビジネスコンテストは、両親が

教えてくれた JA グループさんのアクセラレータ

プログラムに応募してみようかなと思ったのがき
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っかけです。逆にやらない理由がありませんでし

た。 

 

――学生起業をして良かったことと悪かったこと

があれば教えてもらいたいです。 

 

 良かったことは年齢の若さが武器になることで

す。わからないことが前提なので教えてもらえる

環境が揃っていました。あと、授業で会社法とか

を専門的に学ぶ中で、株主のこととか実務を通し

て学べる相乗効果はありました。大学 2 年生のと

きに受講した基礎演習で、英語で環境問題や企業

の環境に対する取り組みとかを学んで、それが身

になったと思います。あと、大学生はサークルが

あって、インカレである東大の起業の勉強会に参

加したり、スポーツ系のコミュニティに所属して

いろんな価値観に触れることができました。 

デメリットとしては、若いので信用力がなくて、

1 回進んでいた話が立ち消えになったとか、連絡

が取れなくなったこともありました。でもそこで、

アドバイザーなどサポートしていただける仲間を

見つけたり、大企業が開催しているビジネスコン

テストで受賞することなどによって信用力は付け

られるんだなということを気付きました。 

 

――大学生活も事業も学業も充実してやっている

と両立は大変ですか？ 

 

 成績が落ちちゃったときとかもありました。ク

ラウドファンディングの 1 か月の追い込み期間と

か、勉強が少しおろそかになった時の評価とかは

あまり良くなくて中には単位を落としてしまった

授業もありましたが、その体験や大変さから学ぶ

ことも多いです。 

 

 

環境を自分事として考える 

 

――このデジタルマガジンのテーマが「環境と人

間」なのですが、環境への関心から他にしてみた

いことはありますか。 

 

 そうですね、日焼け止めとか発信するときに、

まだまだプロモーションとか CM とかでは、「太

陽が敵」というイメージもあるので、そういった

認識は変えたいと思っています。太陽の紫外線は

人間には厳しい面もあるけど、どうやって私たち

の生活と両立していくのかを意識しています。ビ

ジネスモデルを考えるときも、太陽との共存を達

成するために考えたモデルが、別の環境問題の原

因になってしまったら困るので、そのフロー、過

程から環境を考えたものにしていきたいなという

ことを思っています。 

  

紫外線対策教材『たいようちゃんとゆうちゃん』 

 

――起業に興味がある学生にアドバイスがあれば

教えていただきたいです。 

 

 一歩踏み出すってとても勇気がいることじゃな

いですか。でも起業してから、踏み出すことに対

するハードルが下がったなと思っています。とり

あえずチャレンジしてみれば何かは後から付いて
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くるんだなということがわかりました。きっかけ

って転がっているんですよね。これは楽しそうだ

なって思っても時間が無いし、自分じゃ無理だ、

出来ないと思うことは誰にでもあると思います。

しかし困難を感じることにも一度チャレンジをし

ていただきたいなと思います。東京都には支援機

関などもあります。環境問題に対しての、社会問

題を解決するためのビジネスをやりたくて起業さ

れる大学生は増えていると思います。 

 

――私たちのミッションステートメントは「環境

を自分事（じぶんごと）として問い直す」なのです

が、伊藤さんの取り組んでいる問題で自分たちが

できることは何がありますか？  

 

 もし可能であれば、生涯の 18 歳までに多くの紫

外線を浴びているということを身近な人に一人で

も多く伝えて、子どもたちの日焼け止めの使用率

を上げたいのと、気象庁の発信している紫外線予

報をチェックしてほしいと思います。 

また、環境省が「紫外線環境保健マニュアル」※

という資料を出しているので、そういうものも読

んで自分たちの問題として捉えてほしいですね。 

※https://www.env.go.jp/content/900410650.pdf 

 

――まとめとして今後の展望と、このデジタルマ

ガジンを読んでいる人になにか一言あればお願い

します。 

 

 今後の展望としては、30 年後、今の子どもたち

が成長して親になったときに、子どもと一緒に日

焼け止めを塗ることが当たり前になるような社会

を目指して活動しています。このマガジンを読ん

で起業に関心を持った人たちには、起業では、自

分が思っている以上に周囲の人たちがサポートし

てくださることもあり、自分が思い立ったら悔い

の無いように、ぜひチャレンジしてほしいという

ことをお伝えしたいと思います。 

記者からひとこと 

 

今回のインタビューでは、日焼け止めの話から

起業まで、幅広い話が出来たのではないでしょう

か。インタビューを行うのは初めての経験でした

が、学生だけで行ったこともあり、終始良い雰囲

気で時には雑談も交えながら終えることができま

した。普段、他学部の学生、特に先輩方と関わる機

会はあまりないのですが、このような活動をされ

ている先輩を見て刺激をもらいました。日焼け止

めはより身近になっているものの、環境への配慮

や紫外線対策の意識など、まだまだ課題が多いよ

うです。加速する温暖化の影響を年々感じる中、

数十年後の社会を自分事として考えるきっかけに

なれば幸いです。後に続く志々目先生へのインタ

ビューも併せて読んでいただけると、より理解が

深まると思います。伊藤さんを紹介してくださっ

た道上さん、そして伊藤さん、改めてありがとう

ございました。 

（和佐まりあ） 

 

 

 

 

左から 記者・鳥海（文学部）、伊藤さん、記者・和佐（文

学部） 

撮影  記者・平田（総合政策学部） 
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インタビュー  

私たちの活動が引き起こす

環境変化 

 

 

 

（志々目友博教授、写真の提供は本人） 

 

 

志々目 友博 

ししめ ともひろ。中央大学理工学部教授。 

1984 年に厚生省入省後、環境省(環境庁)、厚生労

働省(厚生省)、北海道庁、千葉市等にて、環境政策・

水道・廃棄物政策に約 30 年間従事。 地球環境戦

略機関、リコー経済社会研究所においても、地球

温暖化等の研究を行い、2013 年度から中央大学の

理工学部、大学院では公共政策研究科、2017 年度

から理工学研究科。 環境政策の立案に役立つ研究

を目標としている。 

 

 

 

 

 

 サンマが獲れにくくなった！？  

  

――温暖化による水質の変化については、どのよ

うなものがありますでしょうか。 

  

１点目として、酸素が湖沼や海などの底質まで

届かなくなることがあります。お風呂を沸かした

ときに温かい水は水面、表層の方に上がってきて、

冷たい水が下に沈みますよね。それと同じ現象が

湖沼などでもみられます。表層の水温が上がって

いくと、低層の水と入れ替わる、いわゆる上下循

環が進まなくなります。海や湖沼の一番底の水に、

フレッシュな酸素が含まれる水が入っていかず酸

素不足になると、底にいる魚が住めなくなって、

生息環境が悪化する問題が生じます。 

２点目としては、水質がよくない海域や湖沼に、

窒素、リンが入ってくると、栄養源となって植物

プランクトンがものすごく増殖します。さらに、

気温が上がり水温が上がると、植物プランクトン

が大増殖するようになります。これが悪臭の問題、

あるいは水道水の異臭問題を引き起こします。温

暖化は、こういう富栄養化現象の問題を悪化させ

ます。 

 ３点目は、水温上昇によって生態系の変化が起

こってくることが挙げられます。水産庁が分析し

た研究ではサンマの漁場が北海道の沿岸部から沖

合に移行して、その漁獲量も減ったことが明らか

になっています。2015 年に温暖化の影響もあり親

潮が弱くなって、北海道沖の従来の漁場が暖かく

なり、サンマが従来の漁場を迂回するようになっ

たようです。その結果、暖水域が元に戻ってもサ

ンマは元のルートに戻らなくなってしまったよう

です。サンマの漁獲量の減少にはマイワシやサバ

という競合種の出現や外国船によるサンマの漁獲

が増えたことも影響していますが、温暖化もその

一因となっています。以上が温暖化による水質へ

の影響の主なものです。 
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出典：環境省『気候変動による湖沼の水環境への環境評価・適応策検討に係る手引き』 

https://www.env.go.jp/content/900542176.pdf ｐ2－9

 

20ｍLの油を流してしまうと・・・ 

 

――私たちが身近にできる環境汚染予防や温暖化

対策については何かありますか。 

 

 日本ではかなり下水道が普及してきましたが、

まだ一部の地域では台所やお風呂からの排水が充

分な処理をされずに河川や海域に流れていってい

るところもあります。また大都市では、雨が大量

に降ったときに、下水道で処理できない水も一部

外に流れていきます。また、私が環境庁に入った

当時からずっと普及啓発している内容ですが、私

たちが知らず知らずの間に、ちょっとした天ぷら

油の残りを 20mL 下水に流してしまうと、コイが

住める程度に薄めることを想定した場合、1 杯

300L 換算のお風呂のバスタブ 20杯ぐらいの水で 

 

 

 

薄めなくてはいけないのです。使用済み油につい

ては残ったものは炒め物に使ったり、新聞紙に吸

わせてゴミとして捨てたりすることが大事です。

米の研ぎ汁も栄養分が高いですから、草木に肥料

としてあげると良いでしょう。日常の生活のなか

で実践を心がけていくことで、私たちの大切な海

や河川、湖沼を守ることができるのではないかと

思っています。 

 

――環境への負荷は多少の行動なら問題とはなら

ないと思いがちですよね。 

 

 そうなんです。私たちの少しの活動で大きく環

境に負荷をかけることもあることを、是非お家の

方にも伝えてほしいと思います。 
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出典：環境省『生活排水読本』「家庭排水の汚染負荷と生活排水対策」 

https://www.env.go.jp/water/seikatsu/pdf/03.pdf

 

家庭からも排出されている二酸化炭素 

 

 次は温暖化の対策をお話しします。我々の家庭

から出ている CO2 をみなさんと一緒に考えてみ

ます。2020 年度は、CO2の排出量は日本全体では

10.4 億トン、そのなかで我々の家庭から出ている

のは約 16%の 1.66 億トンでした。たとえば、我々

は CO2 だけではなく家庭からゴミも出していま

す。家庭等から出している一般廃棄物は、同じ

2020 年度で 0.42 億トンなんですね。廃棄物と比

較すると目には見えませんが、大量の CO2 を出し

ていることがわかります。これを削減していくこ

とが非常に重要になってきますが、これまで我々

の家庭部門やオフィスなどの事業部門からの排出

量は、1990 年頃と比べると、どんどん増えてきま 

 

した。そこで国は、2013 年度と比較して国全体の

温室効果ガスを 2030 年度に 46％削減する目標を

立てました。家庭部門についてはより多く削減す

るということで 66％という最も削減率の高い値

が設定されています。家庭における対策は非常に

重要になります。具体的な対策のひとつとして、

例えばエアコンの使用時間を 1 日 1 時間短くして

もらうと、大体 1 台あたり 1 年間で 26kg 削減す

ることができます。 

 

――1 時間でもそんな量になるんですね。 

 

 数値化すると分かりやすいですよね。ちなみに

日本全国で1世帯から1年間に排出される温室効果

ガス、二酸化炭素の排出量は2720kgになります。
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それと比べるとわずかな量ですが、こういう対策

を私たちが積み上げていくことでも排出削減に役

立つんです。いま言ったような対策も含めて、環

境省のゼロカーボンアクション30というサイトが

あります。 

https://ondankataisaku.env.go.jp/coolchoice/zc-

action30/ 

これを見ていただくと家庭での対策にどれぐらい

の削減効果があるのか分かります。また、「うちエ

コ診断」というソフトもあります。 

https://webapp.uchieco-shindan.jp/ 

これはみなさんのご家庭の電気使用量等の情報を

入れると、他の家庭と比べてどうなのか、あるい

はプラスアルファの対策を検討すると、光熱費も

こんなに下がりますよというように、アドバイス

をしてくれますので、活用されると身近な対策と

して進めていけるのではないかと思います。 

 

――小さな取り組みが大切ですよね。いま現時点

でどのくらいの削減率が達成できているのでしょ

うか。 

 

 そうですね。2020 年度での削減率は二酸化炭素

以外の温室効果ガスを含めた、対 2013 年度の削減

率は 18.4％となっています。二酸化炭素ベースで

は、20.8％となりますね。 

 

海面上昇の原因、実は・・・ 

 

――水に関して温暖化や環境汚染が私たちに引き

起こす悪影響はどのようなものがありますか。 

 

 最近短時間に非常に多量の雨が降ることが多く

なっていますので、国土交通省の資料によると濁

水が増えることが問題になっているようです。そ

れ以外に、温暖化が進むと水の需要が増え、飲料

水、あるいは農地で使う需要、さらに夏の空調の

使用でもかなり水の需要が増えてくるわけです。

水自体の量が十分に確保できるのかという問題が

あります。気候変動は雨がたくさん降るときもあ

れば、晴天が続いてなかなか雨が降らないという

現象も両方起こり得ますので、これもひとつの大

きな問題になってくると思っています。 

 

――そうなると食物にも影響が出ますね 

 

 そうですね、まだ必ずしも顕在化しているわけ

ではないのですが、海面上昇も大きな問題なんで

すね。私も学生さんと話すと、氷が溶けて水が増

えるのですか、ということを時々聞かれることが

ありますが、氷が溶けて水が増えるというよりも、

実は温度が上がって水の体積が大きくなる影響の

方が大きいのです。4℃の水は一番密度が高くなっ

ていますので、それよりも温度が上がれば上がる

ほど膨れていきます。海の面積自体は変わりませ

んので海面が上昇するのですね。そうすると、海

に流れ込むような河川等において塩水が逆流した

り、海に近い地下水の中に塩水がしみ込んできた

りして、塩水化が起こります。このように大事な

水源が失われていく可能性が懸念されています。

また、特に雪が少なくなると、例えば米所である

新潟などの日本海の地域で米も作りづらくなりま

す。米は 5 月ころにじわじわと流れてきた雪解け

水を活用して田植えをしています。そういう稲作

のサイクルも狂ってしまうということも指摘され

ています。 

 

有害物質による影響 

 

 環境汚染が私たちに引き起こしている影響につ

いて言うと、1960 年代ぐらいには有機水銀による

水俣病、富山等で発生したカドミウムによるイタ

イイタイ病、あるいは四日市の大気汚染などいろ

んな問題が発生したわけなんですが。 
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――四大公害病ですね。 

 

 よくご存じですね。四大公害病に関連するよう

な有害物質による汚染問題はかなり改善されてき

ました。もちろん被害を受けている方はまだたく

さんいらっしゃいますが、水質はよくなってきて、

新たな被害は少なくなってきました。最近話題に

なっているのは、残留性有機汚染物質、POPsとい

う略称ですが、これは一度環境中に出ると分解し

難い有害な物質なんです。さらに生物、人間の体

に入ると高い濃度になっていきます。かつこの物

質は、南の緯度の低いところで排出されたものが

気象現象で緯度の高い北へ移動します。北半球に

おいては北極のシロクマにもこういう化学物質が

検出されており地球規模の化学物質の問題が起こ

っています。水や大気が POPs を運ぶ重要な媒介

となっていますから、水等への排出抑制対策も重

視されています。 

 

廃プラスチックの海洋汚染問題 

 

 他の問題としては、プラスチックの海洋への流

出が非常に大きな問題になっています。廃棄物の

リサイクル対策等を併せて進めていかなくてはい

けません。法律レベルでも今年の 4 月からプラス

チック資源循環促進法が施行されました。みなさ

んも新聞やニュースで見たことがあるかもしれま

せんが、大きな小売店や飲食店で使い捨てのプラ

スチックのストローやスプーンは有料化したり代

替の素材を使用することになってきています。こ

ういう形でプラスチックの廃棄物を減らして、ひ

いては海に与える影響を軽減していくことが、非

常に重要ではないかと思います。みなさんも実施

されているように、マイボトルやマイバッグを利

用する形でプラスチックのゴミを削減することが

非常に大切なのかなと思っています。 

 

 

――マイバック等については否定的な意見を SNS

でも見かけますが、大事な取り組みですよね。 

 

 廃プラスチックの海洋汚染は、この 10 数年前か

らかなり問題になってきています。私も環境庁に

いた 1990 年代半ばですが、国がプラスチックゴミ

の調査を始めた時期にその調査を担当したことが

あります。特に日本海側において、韓国、中国、北

朝鮮等からのプラスチックゴミの漂着が国際的な

問題になってきました。プラスチックによる汚染

の問題について言いますと、歯磨き粉や化粧品に

入っているマイクロプラスチックがあります。こ

れはなかなか取り除くことはできないのですが、

国内外でもそういうものを削減する動きが出てき

ています。また二次的なマイクロプラスチックと

いうものもあります。私たちが使っているような

大きなプラスチックは自然環境中に排出されると、

太陽光の紫外線などにより壊れていき、細分化さ

れてマイクロサイズになります。これも元は我々

のゴミなんですね。こういう大きなサイズのプラ

スチックも併せて回収していかないといけないん

です。 

 

急激な気候変動による影響とは 

 

――ここ数十年の急激な気候変動による影響はど

のようなものがあるのでしょうか？ 

 

 この数十年の急激な気候変動により、いくつか

の現象が明らかに統計として確認されてきました。

この中のひとつは時間降水量が 50mm以上になる

回数の増加です。都市の災害対策を計画するうえ

で、この時間降水量 50mm が従来ひとつの目安と

して使ってきた数字です。実はこの 50mm を超え

ると、大きな災害が発生する可能性があります。

国土交通省の資料では、1976～85 年の 10 年間だ

と 50mm を超えたのは年間 174 回でしたが、この

過去 10 年ぐらいで 251 回にまで増えています。
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みなさんも非常に激しい雨を経験されていると思

いますが、気候変動の影響により災害に結びつく

ような雨が明らかに増えているのではないかと考

えられます。 

 

――数値でも体感としても明らかですね。 

 

 気候変動を別の角度からお話しします。たとえ

ば世界全体の保険で支払われた損害額ですが、

2010 年頃から国内外で気候関連の保険の支出が

なされてきているのですが、ここ数年でその額が

急増しています。また、熱中症による死亡者数は、

2010 年以降、1000 人を超える年が出てくるよう

になったといわれています。死者数は明確に増え

てきています。実は東京消防庁の熱中症患者の搬

送者数の過去 10年のデータを利用して、私の研究

室の学生と一緒に解析してみたのですが、日平均

気温が 30℃を超えると、25℃のときに比べて 8倍

近くの熱中症搬送者数になるということがわかっ

てきました。こういう問題は国内だけじゃなくて、

世界的に重要な問題になってきているといえるの

ではないかと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土交通省 水管理・国土保全局 河川計画課 技術基準係「カワナビ vol1 まち全体で、みんなで水災害に備える」 

https://www.mlit.go.jp/river/kawanavi/prepare/vol11_1.html 
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1200年に 1度が、5年に 1度に！ 

 

――今年（2022 年）の６月は非常に暑かったです

が日本を含む世界中で猛暑が記録された原因は何

ですか？ 

 

 2022 年の猛暑をどういうふうに考えるのかと

いうことですが、世界各地で同じような、熱波の

ような現象が確認されたことがまず注目されます。

気象庁による次の図を見ていただくと、この赤い

三角で示された地域が 6 月に異常な高温が発生し

た地域です。ヨーロッパ、中央アジア、日本のあた

りですね。この地域の高温は連携するような形で

起こっています。ヨーロッパ各地で 40℃を超えた

という気象庁のデータがあります。また、8月には

日本海寄りのところで観測史上初めての高温がた

くさん記録されました。2022 年はそういう年だっ

たのですが、6 月の高温化の原因を温暖化だけに 

 

 

 

求めるのは難しく、いろんな影響が重なって高温

が発生したと考えるのが妥当です。原因のひとつ

は、偏西風が関係しています。偏西風は地上上空

10km 近くのところを吹いていますが、北側に膨ら

むような形で蛇行すると、そこに高気圧がブロッ

クされたような形になります。これが日本列島の

上に居座っていました。実は、著名な気象学者の

先生によると、この偏西風が蛇行することも、温

暖化の影響で北極圏の気温が上昇し、南の低緯度

の地域との温度差が小さくなったことが原因のよ

うです。その結果、偏西風のスピードが落ち、蛇行

しやすくなっているのではないかということのよ

うです。 

 

 

 

 

出典：気象庁 異常天候図表 

https://www.data.jma.go.jp/gmd/cpd/monitor/extfig/extindex.html?tm=weekly&el=fgtemp 
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――かなり複雑ですね 

 

 まだあります。ペルー沖のところの海水温が今

年は例年よりも低い、ラニーニャという現象がみ

られました。この海域の水温が低いと、貿易風と

いう東から西に吹く風が非常に強くなり、そうす

るとフィリピン沖の東南アジアの上昇気流、低気

圧が非常に強まります。すると上昇した空気はど

こかに降りなければいけないですから、太平洋あ

たりに降りてきて高気圧になるのですね。先ほど

お話しました偏西風の蛇行によってブロックされ

た高気圧と、この太平洋の強化された高気圧と、

布団が 2 枚かかったような形で日本列島を覆って

いたというのがひとつの要因のようです。偏西風

の影響とこのフィリピン沖の低気圧が発達し、例

年よりも海面の水温が上がってきたことが今年の

猛暑に影響を与えています。ですからひとつの原

因だけではない、数年の気候変動と短期的な気温

上昇とが相まって異常な気候になってしまったと

理解した方が良いと思います。気象庁の気象研究

所の発表によると、2022 年の猛暑というのは人為

的な温暖化がなければ 1200 年に 1 度くらいの確

率で起こる高温だったようです。ですが、今年の

夏のような状況が、温暖化が進んだ状況では、5 年

に 1 度くらいの頻度にまで上昇してきているので

はないかと分析されています。だいたい 240 倍く

らいの確率でこういう高温が発生する可能性があ

ることになります。様々な機関の発表や学説を総

合した上で、2022 年の高温化も理解できるのでは

ないかと思います。 

 

学生世代へのメッセージ 

 

――今の中央大学生や中央大学への入学を目指し

ている高校生たちに一言お願いします。 

 

 温室効果ガスの排出量を 2050 年頃に実質 0 に

するというカーボンニュートラルの動きが国際的

にも国内的にも決まり、世界も日本もそれを目指

して動いています。2050 年というと先のようです

が、今から約 30 年後ですよね。これから大学に入

ってこられるような方、また皆さん方も含めて今

大学生でいらっしゃる方は、ちょうど社会で中間

管理職くらいの責任ある立場で活躍される一番脂

ののった時期だと思います。2050 年までに、脱炭

素社会を作っていかなくてはいけないと思います。

また温暖化による影響もこれからどんどん出てく

ると思いますので、長期的な気候変動や温暖化と

いった現象を、自然科学だけではなく、政策面か

らも学ぶことが必要です。またこのマガジンが文

学部の授業で作られているように、分かりやすく

文章で伝える技術も必要だと思います。中央大学

では是非こういう問題に取り組んでいく若い人が

育ってくれることを心より期待しています。 

 

 

 

 

 

 
志々目教授へのインタビューはオンラインで行った。 

写真は中央大学にて。撮影は授業担当教員。  

左から、記者・平田（総合政策学部）、記者・鳥海（文学部）、

記者・和佐（文学部） 
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編集後記 

 

志々目教授へのインタビュー記事をお読みいた

だきありがとうございました。 

インタビューでは事前に質問をお送りしたとこ

ろ、説明資料を細かく作ってくださりじっくりと

解説してくださいました。対面で行った伊藤さん

のインタビューとは違いオンラインで行ったため

間合いを考えながらインタビューとしての言葉の

やりとりをしていくのが難しかったと感じました。 

編集作業ではインタビューを書き起こすと 2 万

字を超す文字数であり、字数制限を気にしつつ編

集していく作業が大変でした。特に、教授の言い

回しやつなぎ言葉をインタビュイーの個性として

どのくらい残すかを思い悩み苦戦しました。行き

詰まっているところをグループメンバーに編集し

てもらい、また志々目教授からも的確な校正をい

ただくことで、私とは違う視点から削ってもらい、

どうにかまとめることができました。 

インタビューを受けてくださった志々目教授、

改めてありがとうございました。（鳥海 空雅） 



画面越し、
君は何を思ってた？

第２部

ー変化する学習環境ー



「オンライン学習環境」に関する
大学生の意識調査2022

中央大学文学部学生有志が現役の大学生を対象に「オンライン学習環境」に関する意識調査を

行った。2019年冬から日本国内においても新型コロナウイルスが猛威を振るい、大学生の学習環

境は基本的に対面からオンラインへと移行することになった。そのなかで、学生たちは急激に変化

する学習環境への対応に追われたのである。対面授業が再開した今日においても、多くの大学がオ

ンライン授業と対面授業を併用している。

このような現状において、調査者らはオンライン学習環境に関する意識調査を実施、分析する

ことで、この時代を生きる大学生の〈環境の変化〉に迫った。今回の調査では、学習面と対人面に

主軸を置き、オンライン学習環境下での実態と当事者たちの意見の集約を試みた。

調査概要

調査期間は、8月１日から10月９日までの70日間である。 Google formを使用してWEBアンケー

トを作成し、調査者らのネットワークを活かして全国の現役大学生に調査協力を依頼した。無記

名式アンケートでは、まず調査の趣旨およびデータの扱い方等を説明し、続いて「学習面」「対人

面」「今後の希望」に関する設問（選択式・記述式）で構成された。今回の調査で得られた有効回

答は70件である。最後に、調査協力者のなかから許諾が得られた４人に、それぞれ異なる内容で

フォローアップインタビューを実施し、さらに「リアルな声」を聴いてみた。

調査協力者の属性

◆ 入学年度 ◆ 地域（大学の所在地を基準に）
2020年度以前：８人（11.4%）
2020年度 ：28人（40%）
2021年度 ：29人（41.4%）
2022年度 ：５人（7.1%）

◆ 通学距離
🕘 １時間以内： 43人（61.4％）
🕘🕘 １～２時間： 26人（37.1％）
🕘🕘🕘 ２時間以上：１人（1.4％）

◆ 居住形態
実家 ： 43人（61.4％）
一人暮らし： 23人（32.9％）
寮 ：１人（1.4％）
その他 ：３人（4.2％）

北海道
6人

埼玉県
2人

神奈川県
3人

愛知県
3人

岐阜県
1人

佐賀県
1人

東京都
53人

福井県
1人
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2020年度ではどのような科目で対面授業を受けたか

（複数選択可）（縦軸は回答数）

入学したばっかりで友達もいないから、
履修登録の作業誰にも相談できない…

このアプリの使い方も分からないし、
ブレイクアウトルームって何？！

家で受けると休息の場と学習の場が
同じになるから集中しづらい！

…などと思ったことはないだろうか？
これらの意見は次ページで紹介する「オンライン授業で困難だったこと」に関する自由意見
で実際に書かれた内容だ。数年にわたりオンライン学習をリアルに経験している学生達は、
現在何を感じているのか、実際にアンケート結果を見ていこう。

オンライン授業中…

体育・技術関連の実技
がNo.1に！

前提として2020年度の大学の授業を、対面で受けたことがないと回答したのは39人、受けた
ことがあると回答したのは31人であった。一番多かった回答は吹き出しの通り、「体育・技
術関連の実技」である。二番目に多くなった「教育関連の実習科目」に関してだが、実際に
対面授業を受けた方へ行ったフォローアップインタビューと関連した記事がある。このセク
ションの最終ページを要チェックだ。

画面越しではできない授業

オンライン学習環境
オンライン授業についてのホンネ

17



▽通学する必要がなくなったり回数が減ったため、時間・体力・費用の面で負担も減った

▼任意のタイミングで授業動画を視聴できる科目が増え、時間の使い方がより自由になった

▽学習用の動画コンテンツが提供され、分からなかった部分を繰り返して視聴できた

▼通学の必要がなくなったり回数が減ったため、体調不良や悪天候でも授業を受けられた

▽通学しやすい場所に住む必要がなくなり帰省や実家暮らしができた

▽動画学習や資料配布が中心になる授業もあり、学習内容に関する理解度が低下した

▼オンライン授業が増えた影響からか、大量の課題が出された

▽人間関係を築きにくく、学習面にも支障をきたした

▼PC使用の時間が圧倒的に増え、目の疲れや頭痛などの身体の不調があらわれた

▽安定的なネットワーク環境やPCなどの機器類が整っていなかった

▼その他自由意見（前ページ意見）

オンライン学習環境で困難だったことは？（複数選択可）

オンライン学習環境で良かったことは？（複数選択可）

僅差！

オンライン授業でフリータイム増加？

分からない、多い、聞きづらい！

アンケート結果は以上のようになった。
困難であったことの回答においてトップ３にはほとんど差がない。学生は複数の困難を抱え
ながら、オンライン学習を行っていたと分かる。
一方良かったことの回答では、時間・体力・費用の負担が減ったことが最も多い結果となっ
た。しかし次点には時間の使い方の自由さが挙げられているため、学生の大半が時間に関す
る自由度が上がったことを利点として考えていると言える。
それでは人間関係についてはどのように感じていたのだろうか。次のページを見てみよう。

36人

35人

34人

22人

12人

5人

59人

41人

33人

32人

10人

＝10人

＝10人
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オンライン学習環境
人とのつながりについてのホンネ

正直良さを特に感じない…

教師とのコミュニケーションが取りづらかった…

なんか、SNS使える人だけのコミュニティがすごくて
学校行った時めっちゃぼっちになった…

大学での付き合い、オンラインだと苦労が多い?!

新しい人間関係を築きにくくなった

オンライン学習環境に変わり、「対人面」で最も困った点は？（複数選択可）

＝4人

友人・知人と連絡を取る頻度が下がった

文面のみ・音声のみの交流において対面よりも伝え方を考える必要があった

コミュニケーションを取る対象や相手が限られた

対人関係の幅が狭くなった

その他

オンライン学習環境において困難だった点、良かった点に対する回答で上記のような意見が
あげられた。ネガティブな意見が目立っているが、実際にオンライン学習環境での大学生活
を送った学生たちは画面越しでの「人付き合い」をどう感じているのだろうか。メリット・
デメリットそれぞれ詳しく見ていく。

44

12

20

40

36

2
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「新しい人間関係を築きにくくなった」44人、「コミュニケーションを取る対象や相手が限られた」
40人、「対人関係の幅が狭くなった」36人と、トップ3を占めたのはこれら三つの回答だ。オンライ
ン上で人間関係を築き、保つことに対し困難を感じている人が多いことがわかる。特に「新しい人間
関係を築きにくくなった」という回答を選ぶ人が多く、大学という新たな世界で新たに人間関係を築
くことに対し、パソコンやスマートフォンのディスプレイは大きな壁になっているのだろう。

オンラインだからこそできる、関わる人の取捨選択

最も多かったのは42人が選択した「対人関係によるストレスが軽減されたり回避できたりした」とい
う回答だ。この回答は先ほどの困難だった点として挙げられた「対人関係の幅が狭くなった」ことに
よる副産物ともいえるのではないか。また、「特になし」という回答は、私たちが準備したものでは
なく、自由記述として書かれたものであるため、オンライン学習環境での対人面にメリットを感じな
い人もいることがわかる。

オンライン学習環境に変わり、「対人面」で最も良かった点は？（複数選択可）

＝4人
zoom飲み会など、オンライン上で手軽・気軽に集まりやすくなった

対人関係によるストレスが軽減されたり回避できたりした

居住地などの物理的距離に関係なく交流が図れるようになった

元々仲が良かった人とはより親密になれた

特になし

9

26

13

42

6

「＃春から○○大」とテスト勉強
ー学習面・対人面のアンケートを通して感じたこと

「このアプリの使い方も分からないし、ブレイクアウトルームって
何？！」
「SNS使える人だけのコミュニティがすごくて学校行った時めっちゃ
ぼっちになった…」
私たちはオンラインツールを使いこなす必要に駆られた。これらを

活用できるか否かで、人間関係も学習面も充実度が変わる。人間関係
の基盤ができていることで、わからないところを相談し合うことが初
めて可能になるためだ。コロナ禍でオンライン授業が増え、一人で学
ぶことの大変さが表面化した。
アンケートの自由意見では「通信大学」というキーワードが挙げら

れている。このことから通信大学と対面授業のある大学の差とは何か
を改めて考えさせられた。対面授業の意義は、先生や他の学生などと
の関わりの中で学んでいくことにもあるのではないだろうか。
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私たちはこう感じた！
～オンライン学習環境におけるメリットとデメリット～

いつでもどこでも受講できるので、

時間の融通が利きます。

座学の授業が動画で配信された場合、

授業を繰り返し学習できるので

自分の理解度に合わせて学習に割く

時間を調整できます。

通学時間を短縮できるので、

学習を効率化できます。

授業への強制力が低いため、

集中を欠いてしまうことが

あります。

発表やディスカッションは、

オンラインよりも対面のほうが

取り組みやすいと感じました。

実技の習得は対面で授業を受けな

いと理解度が低いと思いました。

21



授業料や施設維持費を払っているのに、

学校の設備を満足に利用できないのは

もったいないと感じました。また全面オンラインに

なってしまうと、通信大学との差異が生まれなく

なってしまうのではないかと思います。

直積的なコミュニケーションが

取れないため、友人ができませんでした。

また、孤独を感じることもありました。

O P I N I O N

新型コロナウイルスによる外出自粛などの影響を受け、オンラインでの授業体制が急速に発展し

たが、今回の調査を通して、オンライン学習環境下における大学生を取り巻く光と影が明らかに

なった。ここ数年でオンライン授業の効率性など、オンライン教育の良さが改めて認識されたこと

で、大学の学習環境におけるオンライン教育の導入と拡大が見込める結果だと感じた。今後もこの

ような流れは持続する可能性がうかがえる。一方で、対人面やモチベーションの面、実技習得の面

では、オンライン学習環境下になるまではあまり意識されてこなかった、新たな問題も明らかに

なってきている。

今後、近年のオンライン教育がもたらした新たな学習環境の功罪を踏まえ、日本の教育政策・制

度と各教育現場は大きな変革を迎えることが予想される。その際に、今回の調査結果で明らかに

なったような、教育現場の当事者としての学生の意見が反映されることを、同じくコロナ禍を大学

生という立場で過ごした身として望んでいる。学生というステークホルダーが、変革のための議論

や見直しの場面にも対等な立場で参画することで、教育の現場でも「マルチステークホルダー主

義」を実現していけるのではないだろうか。学ぶ側も教える側とともに新たな学習環境の形成とい

う課題解決にあたることで、自分たちの学生時代が新型コロナウイルスに振り回された苦い思い出

として留まるだけでなく、持続可能な発展を進める一柱にできるのではないかと考える。
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オンライン学習と「教師」の学び方 

教職課程を取っていると、オンラインで学ん

だ内容は実習に反映させられるのか、不安を抱

くことがあります。ゆえに今回は 2020 年度に実

習を行った A さんへ、実体験を伺いました。 

結論から述べますと、報告会や友人などと相

談することを通して現場のイメージは付いてい

たそうです。しかしいざ現場に出てみると専門

用語が飛び交っており、混乱は避けられなかっ

たとのことでした。一方、実習のおかげで具体

的な将来像を想像することができ、結果として

やる気も向上したそうです。 

オンライン学習環境であっても、自主的に情

報を集めることで事前準備をすることは可能で

あるのだと気付かされました。しかし自身の教

師像を見据えることができるという面において、

リアルな実習に勝るものはないのでしょう。 

また「画面を見続けるのは辛いと思うが、子

供たちの未来を託されている立場として、今か

ら責任を持って勉強に勤しんでほしい」という

A さんの言葉が胸に響きました。 

オンライン授業はどのような形態であれ、画

面越しで行うものです。ゆえに怠けようと思え

ばいくらでも適当に済ませられる側面がありま

す。しかし堅実に学び続けた人と知識の差は確

実に生じていくでしょう。オンライン学習環境

が当たり前となった現在において必要なことは、

己を律して学び続ける姿勢であるのかもしれま

せん。         

（桑田 笑歩） 

 

コロナ禍を北海道で生きる 

北海道の大学と東京の大学の間には、コロナ

禍の生活・意識に何らかの違いがあるのではな

いか。私はそう考えて、北海道で大学生活を送

って 3 年目になる B さんにインタビューを行い

ました。しかし、いざ話を聞いてみると、そこに

違いはほとんどなく、ある意味平等な学習環境

であると言えることが分かりました。 

では違いはまるでないのかというと、そうで

はありません。大きな違いは、現在の授業形態

です。北海道の大学ではほとんどの授業を対面

で行っているそうです。しかし、実際にオンラ

イン授業・対面授業のどちらも経験した学生と

しては、もっとオンライン授業を導入するべき

だと感じているとのことでした。担当の先生が

主に話す講義形式の授業では、あまり対面授業

のメリットを感じないためです。 

人間関係についての問題ではどうなのか。私

は、北海道の大学は地元の高校出身者が多く、

その地方を地元としない人にとっては、少し疎

外感を覚えてしまうのではないかと考えていま

した。しかし、実際にはそんなこともなく、オン

ライン上で SNS などを駆使し、ゼロから関係を

築く必要がある点も同様でした。 

 ちなみに、インタビューを行う中で北海道な

らではの出来事だな、と感じたことが一つあり

ます。エアコンがない家が一般的な北海道。コ

ロナ禍には、パソコンの熱と夏の暑さでパソコ

ンに負荷がかかり落ちてしまうことが何度かあ

ったそうです。実際に話を聞いてみないとわか

らない、予想もしていなかった問題を抱えてい

ることがあるのだとインタビューを通して感じ

ました。  

（髙田 雪光）
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オンライン留学の光と影 

「時差が一番大変だった」。そう語るのは高校

３年生の際にカナダのバンクーバーにオンライ

ン留学をした C さんです。高校１年生からバン

クーバーに留学をしていた C さんですが、新型

コロナウイルスの世界的な感染拡大に伴い、日

本に帰国する羽目になりました。以降、最後の 1

年間はオンライン留学を余儀なくされてしまい

ました。そんな C さんが最も苦労したのが時差

だといいます。カナダと日本の時差は約 14 時

間。C さんが通っていた高校では、アジア圏の

学生たちとヨーロッパ圏の学生たちを二つのグ

ループに分け、２回にわたり授業を行いました。

時差のため簡単に連絡が取れず、友人との関わ

りの密度は低下したといいます。 

また、C さんは言語学習において、対面での

ディスカッションやスピーチがなくなり、リス

ニングとスピーキングの能力が低下した半面、

レポートの課題が増えたためライディングやリ

ーディングの能力が上達したと話します。ネガ

ティブな側面がある一方で、自国文化の中で暮

らしながら留学できたことは非常に良かったと

いいます。「日本での進学を希望していたため、

オンラインで留学しながら日本で進路の準備を

行えたことはありがたかった」とオンライン留

学の利点を語ってくれました。オンライン環境

下でも弱みを強みに変えようとする同世代の力

強い思いを感じました。 

（朴 泰佑）

          

服飾系大学の学生として 

今回お話を聞いたのは、服飾系大学に通う、

３年生の D さんです。彼女の通う服飾系大学で

は、服のデザインや作成といった実技授業があ

り、コロナ禍の影響を多く受けました。インタ

ビューを通して彼女が語ったのは、授業を受け

るなかで見えてきた意外な利点・難点でした。 

 特に印象的だったのは、遠方の美術館にオン

ラインで訪れられるという点です。昔のデザイ

ンや、ドレスの歴史など、服飾の知識を身につ

けるためには、過去の作品から学ぶ必要があり

ますが、デジタル化された様々な資料をオンラ

イン上で見ることができるのは、コロナ禍で普

及した大きな利点の一つと言えるのではないで

しょうか。しかし一方で、デジタル美術館は、見

ることができる範囲が限られるなど、改善の余

地も残されています。 

また、実技授業においては、パソコンを使っ

て行う作業はオンラインの方が効率の良い場合

もあるのではないか、という意見も伺いました。

デザインのパターンをおこす際など、パソコン

を使用する授業は、マンツーマンシステムで、

他の人が指導を受ける間は、対面にも関わらず

待ち時間となってしまっていたそうです。そう

いった技法が、一斉にオンライン上で配信され

れば、生徒側の視点でみると、より効率的に理

解を深めることができるのではないでしょうか。 

実技→対面授業、その他→オンライン授業と

いう方式ではなく、授業内容に応じた切り替え

を行うなど、各方式の利点を体験者として掬い

上げ、発信することがこれからの授業システム

を構築するに辺り重要だと感じました。 

（河村 帆乃）
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SNS で知らず知らずのうちに自分好みの環境を形成していないだろうか。またそのことに疑問を

持ったことはあるだろうか。アイドル、アニメ、ゲーム、本、漫画など、人によってさまざまな「好き」

があるだろう。2021 年 1 月、第 164 回芥川賞を『推し、燃ゆ』（河出書房新社）が受賞、次にくる

マンガ大賞 2021コミックス部門で『【推しの子】』（集英社）が一位を受賞するなど、現代社会に「推

し」や「好き」が大きなインパクトを与えている。いうまでもなく、私たちがこんなにも「好き」に没頭

できるのは SNS が形成するデジタル環境のおかげである。冒頭の問いはなにも自分好みの環境

を形成することが悪いといっているわけではない。ただ、こうした状況を多角的に捉え、メリットと

デメリットを知ることが、情報社会の荒波を生きていくために必要であると思う。まずは SNSとい

う身近なツールが私たちを取り巻く環境をどう形成しているのか考えてみよう。本記事では、中央

大学文学部・松田美佐教授の論文「『好き』から広がる SNS の可能性」と、学生４名による座談会を

通じて、私たちがおかれているデジタル環境を共に問い直していく。 
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「おっかけ」という趣味の増加 

 

 社会学の研究者として、アンケート調査は何度

もおこなっているのだが、結果をはじめてみると

きは、いつもどきどきする。ときに、思いもよら

ぬデータに出会うからだ。 

 最近驚いたのが、「あなたにとってもっとも大

切な趣味」として、「アイドルやタレントのおっか

け」を選んだ人の割合である。2020年の調査では、

杉並区の女性の 12.6％、松山市の女性の 15.2％が

「もっとも大切な趣味」として、「アイドルやタレ

ントのおっかけ」を選んでいたのだ（辻・大倉・

浅野・松田, 2021）。 

 この調査はグローバル若者研究会が東京都杉

並区と愛媛県松山市の 20 歳の若者を対象におこ

なったものであり、同じ形式の調査を 2005 年、

2009 年、2015 年と同じ地域、同じ対象でおこな

ってきたため、選んだ人の増減を検討することも

できる。その結果が、次の表 1である。 

 

表 1 「アイドルやタレントのおっかけ」を「もっとも大切な趣味」として選んだ人の推移 

（2005～2020年）  

    2005年 2009年 2015年 2020年 

女性 
杉並区 0.7% 2.3% 5.8% 12.6% 

松山市 0% 2.6% 5.7% 15.2% 

男性 
杉並区 0.8% 0% 1.9% 2.2% 

松山市 0% 0% 0% 1.6% 

 

 「もっとも大切な趣味」を「音楽鑑賞・オーデ

ィオ」「映画や演劇」など三十数個の選択肢から一

つ選ぶ設問なのだが、2005年にはほぼゼロであっ

た「アイドルやタレントのおっかけ」を選ぶ女性

の割合が急増していることが見てとれるだろう。 

 

「好き」に没頭できる SNS 

 

なぜ、「おっかけを趣味とするひと」が若い女性

の間で急増したのか。原因はいくつも考えられる

が、ここで指摘したいのは SNSとの関係である。

SNSの普及が、趣味に関する情報の集めやすさに

つながっており、以前はごく一部の人しかおこな

わなかった（あるいは、おこなうことができなか

った）「趣味としての『おっかけ』」が広まったと

考えるのだ。 

 テレビや新聞、雑誌などのマスメディアと比べ

て、インターネットを使えば自分の気になる情報

をいつでも好きなだけ調べることができるのは

周知のことだろう。なかでも、今の若者の情報収

集の中心は SNS となっている。友人や知人はも

ちろん、自分が気になる情報を発信する人や公式

サイトをフォローしていれば、ちょっとした空き

時間にタイムラインをチェックし、自分が気にな

「好き」から広がる 

SNS の可能性 
中央大学文学部 松田美佐教授 
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る情報をいくらでも入手できる。調べたいことが

あるときも、ウェブサイトをググるよりは、SNS

でハッシュタグを使って検索する。そのほうが、

出てくる情報が絞り込まれており、便利なのであ

る。 

 「おっかけ」より一般的なのは「推し」という

言葉だ。「推し」とは自分が好きで、他人にも薦め

たい人やモノのことであり、その対象を応援する

ことも意味している。アイドルファンが使い始め

たと言われるが、今ではさまざまなジャンルで

「＊＊好き」の代わりにも広く使われている。し

かし、「推しメン」がユーキャンの新語・流行語大

賞にノミネートされたのは 2011 年。実は、比較

的新しい言葉である。では、なぜ「推し」は急速

に広がり、「推し活」をする人が目立つようになっ

たのだろう。 

 多くの人に好まれている人やモノはもちろん、

マイナーな「推し」についての情報も SNSなら入

手可能である。むしろ、マイナーであるからこそ、

SNS を駆使して、情報を集めることが効果的だ。

さらには、自ら感想を発信し、共有することで、

同じ「推し」を応援する人と繋がり、一緒に応援

することも可能である。主体的に参加する楽しみ

が「推し活」にはある（参加型文化については、

ジェンキンス(2021)を参照）。 

あなた個人が「沼」にハマったのは、「推し」が

「尊い」からだろう。SNSは関係ない気がしても

当然だ。しかし、「推し」や「推し活」が広く流行

するようになったことは SNS と切り離せない。

自分の「好き」に没頭できる環境を提供してくれ

るのが SNSであるからだ。 

 

気が合う相手とつながる SNS  

 

一方、SNSの普及で人とのつながり方はどのよ

うに変わったのだろう。 

SNS では直接会ったことがない人とつながる

ことができる。先に示したグローバル若者研究会

の調査でも、「直接会ったことがない人と、SNSで

やり取りをしたことがある」人は杉並区で 55.5％、

松山市で 55.8％と半数を超えている（2020 年）。 

 では、友人の数が増えているかというとそうで

もない。2005年から 2020年にかけての「親友の

人数」「仲のよい友人の人数」「知り合い程度の友

人の人数」には変化が見られず、意識の上でも「友

人の数は多いほどいい」を肯定する人の割合は、

一貫して減少傾向にある（たとえば、杉並区 2005

年 42.9％→2020年 25.7％）。その一方で、増えて

いるのは、「気の合う友人とだけつきあいたいと

思う」（杉並区 2005年 69.5％→2020年 83.0％）

人であり、「一人でいることが好きだ」（杉並区

2005年 70.2％→2020年 81.9％）という人だ（詳

しいデータは、辻・大倉・浅野・松田(2021)を参

照のこと）。 

 すなわち、今日の若者の間で強まっているのは、

友人関係を広げるよりは、気が合う人とだけつき

あいたいという意識であり、一人でいることを好

む傾向ということになる。 

 実際、筆者が「遠征」をおこなう大学生を対象

におこなったインタビュー調査でも、Twitter で

趣味を同じくする人と親しくなる過程において

は、年齢や性別が同じであることや同じ学生であ

ることなど、プロフィールから判断できる情報に

加え、ファンとしての「熱量」やツイート内容か

ら読み取ることができる雰囲気などから、気が合

いそうか判断するようすがうかがえた（松田, 

2019）。 
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「好き」から広がる可能性 
 

このように SNS が提供する情報環境や人間関

係は同質的である。自分にとって心地よい情報だ

けを入手し、気の合う相手とだけつきあうことが

できるからだ。もちろん、因果関係は逆にも考え

るべきだ。自分にとって心地よい情報だけを入手

し、気の合う相手とだけつきあいたいと思う人が

増えてきたからこそ、それを可能にするメディア

である SNSが登場し、普及した。メディアと社会

の関係性は一方向的な因果関係ではとらえがた

い。 

 このような SNS が提供するメディア環境のデ

メリットはすでによく知られている。たとえば、

フェイクニュースは SNS を通じ、仲間集団の中

で「事実」として広がりがちだ。サイバーカスケ

ードとは、インターネットで、同じ価値観を持つ

人が集まり、議論を重ねる中で、極端な考え方が

生まれがちであることを指す。 

 その一方で、「好き」だからこその可能性は考え

られないだろうか。 

 SNSを通じて親しくなるのは、たしかに気の合

う相手であり、自分と似た人だ。しかし、学校や

サークル、バイト先などでは出会う機会がなかっ

た人であるはずだ。SNSは多様な出会いを提供し

てくれる。 

「好き」だからこそ、自分で積極的に行動する。

筆者がおこなった「遠征」調査では、「推し」に会

うために、自分で交通手段や宿泊先を手配し、ト

ラブル対応も得意になり、すっかり「自立」した

と語る人がいた。「遠征」というきっかけがなけれ

ば「一生行かない」という場所に行き、「せっかく

なので」と観光したことが、印象深い思い出にな

ったという人もいた。行動すれば偶然の出会いが

ある。 

能動的にメディアと関わることから生まれる

可能性を意識し、今日のメディア環境を積極的に

活かしていく。大学生に期待したいことの一つで

ある。 
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文学部国文学専攻３年。

古典が好きなので、SNS

で大学院生や国語教員

の方をフォローして、眺

めるのが楽しみ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

＃大学生の SNS事情 
 

K：皆さん SNS はやっていますか？ 

A：大学用のアカウントはあります。 

T：じゃあ、アカウントは一つですか？ 

I：私は一つですね。 

T：私はオタク用のアカウント、大学用、高

校用とあります。 

K：私も大学用、オタク用、サークル運営用

の三つがあります。 

A：そもそも「おっかけ」って少し古いかも。 

I：「おっかけ」じゃなくて「推し活」の方が

よく聞きます。 

K：YouTube が主流になって、ライブに行か

ないと会えないみたいなのはなくなったよね。 

I：じゃあみんな「おっかけ」はやっていな

い？ 

T：「おっかけ」はやっていないけれど、

「推し」はいます。それこそ推しのグループ

が公式 Instagram を開設して、そこでライブ

配信をするので、現場に行くことにこだわる

人は減ったのかなと思う。 

A：現場に行っているファンがコアだから偉

いみたいな風潮があるのかなと思っていたの

ですが…。今は違うのかな。 

 

＃推し活は SNSなしでは 

始まらない？ 

 

I：SNS がなくても推し活はしていたと思う？ 

T：私は始まっていなかった気がします。友

達に勧めるときも「この YouTube見てみて」

から広がっていく気もするので。誰でも簡単

に無料で見られる状態になったからこそ、広

がっていくのが早くなったのかな。 

K：私も推し活はやっていないかな。界隈に

よると思うんですけど、私は YouTube とかニ

コニコ動画っていう動画投稿サイトで動画を

上げている人を好きになったので、そもそも

その媒体がないとその人のことを知らないし。 

I：SNS でライブに行った時の画像を上げてい

る人もいますよね。 

K：ライブのチケットを何枚も積み重ねて写

真に撮って、それを SNS にあげる人も見たこ

とがあります。ライブに行っていることを

SNS で見せるまでが推し活になっている気が

する。 

A：その投稿は誰に対して見せているんです

か？

文学部フランス語文学

文化専攻３年。中央大

学の附属高校から進学

しました！趣味はアイド

ルタレントの「推し活」と

読書です。 

文学部ドイツ語文学文

化専攻３年。趣味はボ

カロや UTAU、歌って

みたを聴くことです。

最近ライブに行ったの

で、特に熱い！ 

商学部会計学科３年。

音楽、アニメ、スポーツ

とか色々好きだけど

「推し活」はやったこと

がない！ 

推し活も楽じゃない!? 
 ——SNSは戦場だ—— 
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K：同じ界隈のオタクに対する自慢なのかな

と受け取ることもあります。 

T：結局「推し活」とか「おっかけ」には、

その界隈だけで共有されている価値観があっ

て、その中ではその価値観が大事になってい

るのかなって。 

K：たしかに SNS で繋がっている人たちは同

じような価値観を持っているイメージがあり

ます。ある意味、外部と内部の価値観の違い

が結構ありそうだなという気がします。 

I：先ほどの自慢の話を聞くと、SNS を通じて

同じ趣味の人と共同体を作るというよりかは、

何かコンフリクトが生じるというか…。必ず

しも幸せな共同体ができるわけではない気が

します。 

A：推し活の成果を可視化できるようになっ

たって事ですかね。 

 

＃そもそも「推し活」って？ 

 

A：推し活って言葉は SNS とリンクしている

言葉なのかな。 

T：推し活の具体的な内容は決まっていなく

て、自分が「これが推し活だ」と思ったもの

が推し活になる気がします。 

A：例えば SNS で発信している人はもちろん

推し活をしていると思うけど、その情報を見

ているだけの人も推し活をしていることにな

るんですか？ 

T：推しのコンテンツを何かしらのメディア

で享受してれば、推し活にはなるのかな。そ

の人の熱量によって、「そんなの推し活じゃ

ないよ」っていう人もいるとは思うけれど。 

K：私は「推し活」より「推し事」っていう

言葉の方が良く聞きます。「お仕事」を「推

し」に変えて「推し事」っていう。「今日も

推し事頑張ります」って感じでライブに行く

とか。 

I：義務感みたいなものがあるんですか？ 

K：そうなのかな。今日は推し活を頑張るぞ

って意味だと思うけれど。 

T：義務的になってしまうのは周りに見てい

る人がいるからだと思います。周りにいる気

の合う人から「ライブに行こう」って誘われ

たら、多少熱が冷めているときでも行っちゃ

うんですよね。SNS でつながるからこそ、や

められなくなって、余計に注ぎ込んでしまう

のかなと思います。 

I：わかっちゃいますもんね、この人最近発信

していないから冷めてきたのかなって。 

T：そう思われたくないからまた行く感じで

すかね…。 

 
ライブ会場としてよく使用される Zepp DiverCity（記者撮影） 

 

＃多種多様な「推し活」 

 

K：A さんは何か推しているものとかありま

すか？ 

A：自分は昔からあまり推しっていうのはな

いですね。自分が好きなものは何でも吸収し

ちゃう、珍しいタイプなのかもしれない。 

K：じゃあ SNS とかですごく熱狂的に推して

いる人を見てどう思います？ 

A：何が目的なのかなって。ただ好きなだけ

じゃなくて、コンフリクト的なことを楽しん

だり、時には暴走したりする人もいるから。

推しに認知されたいとか？ 

T：いや、そっちよりも周りの目を気にして

いる人が多い気がします。 

I：話を聞いていると、推し活をしている人同

士で監視し合っているような印象を受けます。 
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A：他のファンに対する優越感が欲しいのか

な。推しの幸せを願っているはずなのに、推

しに迷惑をかけるようなことをする人もいる

から、それは本当に相手のことを考えている

のかなって思います。それでも熱量をもって

楽しめているからいいのかもしれないけれど。 

K：I さんは推し活をどう感じますか？ 

I：私は推しという存在はいないんですけど、

古文が好きなので、古文好きの人が発信して

いる SNS をよく見ています。このつながりは

年齢層が高いのもあって和やかで、「この歌

論書で読書会やるから来てください」みたい

な感じなんです。同じ「好き」同士が集まる

世界でもだいぶ雰囲気の違いがあるなと思い

ます。 

K：コミュニティによって全然違うんですね。 

聞いていて新鮮でおもしろい！ 

 

＃イベント化されるフェイク 

ニュース…!? 

 

A：論文の最後に出てきたフェイクニュース

って政治系ならあるけれど、推し活とフェイ

クニュースってあまり関係ないのかなと思っ

ていました。推し活をしていてフェイクニュ

ースって見たことありますか？ 

T：私はよく見かけます。 

K：芸能系だとフェイクニュースというより、

スクープを撮られて、出回っているイメージ

がある。 

A：その手のフェイクニュースだと社会的影

響はあまりなくて、その界隈にだけダメージ

がいく印象ですが、フェイクニュースに流さ

れるというのはどんな心理なのでしょうかね。 

I：フェイクニュースを信じる人と信じない人

とで、一喜一憂しあうとか…？そういった楽

しみが推し活をしている人たちの中であるの

かな。 

A：苦しいはずのことが楽しくなっている、

ということ？ 

T：そんな気がします。フェイクニュースで

盛り上がっているのを見て楽しんでいる人も

いるだろうし。 

A：イベント化しているってことかな。 

T：イベント化しちゃっていると思います。 

 

 

 

「SNS は多様な出会いを提供してくれる。」松田美佐教授の言葉にある通り、私たち若者にとっ

て SNS は情報収集だけでなく人間関係を構築する上でも欠かせないツールである。「#〇〇好きと

繋がりたい」というハッシュタグを使えば、同じ趣味をもつ人と気軽に繋がることができる。趣味

がどんなにマイナーでも SNS 上にはたくさんの仲間がいる。SNS は物理的な制約を超えて、あな

たと同じ関心・価値観を持つ人々を繋げてくれる優れものなのである。 

 だが SNSも万能ではない。好きな情報を好きなだけ調べることには長けているが、あなたが関心

を持たない情報はあらかじめ排除されている。自分の好きなことについて、同じように好きな人と

交流できる場は楽しいだろう。だがこうした場には他の意見や情報が入ってくる余地はない。また

SNS 上での人間関係のトラブルも深刻な問題だ。いじめ、詐欺、性犯罪など SNS を介した事件は

あとを絶たない。プロフィールやアイコンは自由に制作できる反面、悪意をもって他人に成りすま

すこともできてしまう。目に見える情報は真実だけではないことを常に意識する必要がある。 

 この記事を読んで、自分の SNS 利用をぜひ振り返ってみてほしい。SNS には多くの利点がある

一方で、情報の真偽を定め、どのように使うのかは我々に委ねられている。あまりに身近で気づき

にくいが、SNS を通じた環境づくりも環境問題の一つなのである。 



あとがき 

 

「環境と人間」という統一テーマのもと、今年度（2022）は、受講学生が三つのグループに分か

れて、それぞれ主体的に問題を立て、異なる手法からテーマへアプローチした。授業を担当するに

あたって最も意識したことは、この授業を、大学の「授業」ではなく、企業などで行われる一つの

「プロジェクト」として学生諸氏に意識してもらうことであった。ミッション・ステイトメントの

作成から始まり、デジタルマガジンの納期確認、そこから逆算した各作業のリスケジュール、また

STP 分析により製作物であるデジタルマガジンの客観的な位置づけ等を行った。そして授業の最大

の狙いは、チームで一つのプロジェクトを遂行していく大変さ、またその大変さを一気に忘れさせ

てくれるような遂行した時の感動である。それを感じていただければ教師冥利に尽きる。（大川 真） 

 

大学生が同年代の若者に贈るデジタルマガジン『環と和』が完成した。自然、教育、メディアなど

の身近な〈環境〉が抱える課題を発見し、読者と共に答えを模索することで、人間と環境、自己と他

者の〈調和〉を目指す一助になればという思いが込められている。奇しくも 2022 年は新型コロナウ

ィルス感染症の長引く影響とロシアによるウクライナ侵攻で幕を開け、隔離、国境封鎖、分断、対立

などの言葉が紙面に並んだが、先の第 27 回国連気候変動枠組み条約締約国会議では途上国支援の拡

充について合意が成立し、各国が協調して温暖化問題に取り組む姿勢も示された。ままならぬ世の

中だからこそ、若者には本誌が掲げる理想と批評精神を持ち続けてほしい。（木村 明日香） 

 

「環境」は、近代の学問や科学が暗黙の前提としてきた主体客体理論を乗り越える力を持ってい

る。わたしたちはこの世界について、まさしくこの世界の中で考え感じるのであって、だれもこの

世界の外から、自分だけが不動の中心性をもって世界を眺めることなどできない。21 世紀の学問や

科学の最先端の動向は、人間が世界内存在であることへの実感や、知覚や認識があくまでも自己準

拠的で自己再帰的な構成物であることへの真摯な自覚に基づこうとするところに見出せる。今回、

デジタルマガジンの作成にあたった受講学生たちが、「自分事として環境を捉える」視点を一貫して

持っていたことに、次世代を担う若者たちの力強さを感じるのである。（首藤 明和） 

 

仏教の教えに「依正不二」という言葉がある。依報（生を営む主体である衆生）と正報（衆生が生

を営むための依り所となる環境）が、一見、二つの別のものであるけれども、実は分かちがたく関連

しているという意味である。デジタルマガジン『和と環―環境と人間の関わりを自分事として考え

る―』は、まさに「依正不二」の摂理をこの時代を生きる青年らしい発想と行動で具現化した結実で

ある。自分と自分の周りを取り巻く環境は別のものではなく一体であるという時代普遍のメッセー

ジを同世代の青年たちに届けようと、対話と創意工夫を重ねてきた製作者の中大生のみなさんに心

から拍手喝采を送りたい。（尹 智鉉）  



出版部門のメンバー一覧 （順不同、学生・教職員は敬称略） 

 

学生 

 安齋 諒太郎（商学部会計学科） 

石原 雅（文学部国文学専攻） 

垣内 咲南（文学部ドイツ語文学文化専攻） 

河村 帆乃（文学部学びのパスポートプログラム） 

桑田 笑歩（文学部国文学専攻） 

髙田 雪光（文学部ドイツ語文学文化専攻） 

高松 映莉華（文学部フランス語文学文化専攻） 

鳥海 空雅（文学部日本史学専攻） 

朴 泰佑（文学部学びのパスポートプログラム） 

平田 尚輝（総合政策学部政策科学科） 

和佐 まりあ（文学部国文学専攻） 

ゲスト講師 

 清水 修さま（Academic Groove Movement） 

担当職員 

 齋藤 優里花（文学部事務室職員） 

坂田 範夫（文学部事務長） 

担当教員 

 大川 真（文学部教授・哲学専攻） 

木村 明日香（文学部准教授・英語文学文化専攻専攻） 

首藤 明和（文学部教授・社会学専攻） 

尹 智鉉（文学部准教授・学びのパスポートプログラム） 
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